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武蔵野の小さな駅の改札を出てほど近く、
ゆるやかな街の一角に「空想製本屋」さんはあります。静かな時間が流れるアトリエに製本家として活動する本間さんを訪ね、本づくりと向きあう日々についてうかがいました。身近な本を、幅広い表現で丁寧に――まず、手製本とい お仕事について教えてください。　
私がやっているのは手仕事・工芸として
製本で、もとは欧州で長く続いてい ものです。とはいえ、 くに伝統的な づくりだけというわけではありません 個人が自由に製本を注文するという文化が盛 はない日本に、それを広げたいと思い、 「手製本で本と人との間を繋ぐ」というコンセプトで、空想製本屋を始めました。この四月で十年目にな
ります。　
手製本の技術的な特徴としては、基本的に
糸で綴じるので、丈夫で開きがよく、綴じ方だけでも何十種類もあります。使える素材、構造、デザインが多くなるので、内容にあわせた表現が幅広く可能で 素材は主に紙、革、布ですが、表紙のような、表立って使う紙にはあまり既成のものを使いたくないのもあり、紙や布を草木染めなど自分 染めたりもしています。そのほか刺繍を施したり できます。　
仕事の内容の一つは、個人のお客様からお
預かりした大事な本や古くなった本のお仕立て直しです。本を一度ばらして新しい形 構造、素材、デザインに仕立て直すということをしています。それと、オーダーメイド 作品集や写真集などを少部数でつくる仕事があ
ります。紙の選定や印刷方法から相談をお受けして、造本全体を手がけています。
――外語大ご出身とのことですが、学生時代に製本に出会われたのですか。　
外語大ではロシア語専攻で、没頭していた
ロシア語劇のインカレサークルで舞台美術担当をするうちに、もともと好きだったモノづ
くりもいいなと思うようになりました。本も好きだったので、三年生の終わりまでは、ロシア語を活用して本づくりに繋がる卒業研究をしようとしていました。　
調べていくうちに製本に行き当たり、東京
で開催されていた製本の展覧会を観に行ったり、製本工芸を日本に広めた栃折久美子さんの著書を読んだり、教室を見学したりして、とにかくやってみたいと思った。それで四年次春から予定していたロシア留学も直前にやめ、製本を集中してやってみようと、一年間休学して東京で製本の教室を掛け持ちして通いました。　
半年後に友人と開いた初めての展覧会では、
一冊の本と一人の人の間 ある物語を表現しようと、友人たちから大事な本を預け もらい、それを新しく仕立て直すということ しました。 の際、その本と出会ったきっかけや、気に入っている点などを掘り下げて聞いて豆本にし、仕立 直した本と一緒に展示して、持ち主との関係性が見えるように たんですね。その時から「空想製本屋」 いう屋号を使っていて、やっているこ も今と変わりません。お客様に つ ての想いを細かくインタビューし れをもとに本 素材や
デザインを決めるというのを、同じようにやっていました。――大学卒業後、すぐに製本家として活動され始めたのですか。　
いえ、卒業してからは子ども向けの本の編
集をしていました。いずれは手製本を仕事にしたかったのですが、編集や印刷についても勉強 いなと思ったんです。会社員の間も手製本の個展 開いたり ていましたが、三年ほどで会社を辞め、それから本格的に製本業を始めました。アルバイトもしながらでしたが、個展やワークショップを開催 りと活動を始めました。　
その後スイスへ半年間の留学をしました。
プロとして欧州で仕事をしてる人が、トレーニングや新 い技術を習得するために短期間来るようなところへ勉強しに行ったんです。そこは何十年も前からある有名な工房なんですが、伝統的な技法だけに縛られず、さまざまな国籍や背景をもった人たちと一緒 新旧問わない技法を幅広く学べま 。　
日本では革装の綴じつけ製本という伝統的
な技法を使う方も多いのですが、これは仕立てる本を選ぶ技法 んです。六〇工程くらい
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アトリエは本が生まれる前の場所という立ち位置で、本ができる過程を見られる空間として点在していくと面白いですね。今は本をたくさん作ってたくさん売るという時代で なく、流通の仕方も大きく変わりつつあ 過渡期だと思います。そのぶん一冊の本を大切にする人や、大事な本に出会 たいという人が増えている気がします。そのなかで、 の内容だけを参考にデザイン るの はな 一人と一冊の間にある関係性を形 。　
欧州の街中には、いまもいくつか製本工房
が残っていて、個人が本の修理をしたり、作品集をつくる きに相談でき 場所と て機能しています。 「空想製本屋」も、製本に関するもう少し手軽な相談窓口として 役割 、街の中で担えたらいいですね。記憶や時間を綴じ込める――製本の受注以外に、具体的にはどのようなお仕事をされていますか。　
つくる仕事に加え、金・土は製本教室を開
き、教える仕事をしていま 。また本と出会ってもらう場所として、子ども向けのワークショップ 開いています。　
子どもたちは身体と五感をつかって、 「場
と空間」全体を楽しみながら本と触れ合います。その日その場で出会った人と、空間・時間を共有したということが、そのときつくった一冊に詰め込まれる感覚です。自分の手をつかって、時間・場所・記憶が本に織り込まれるんだと思います。製本を通し、読書体験を再構築することで、記憶を綴じ直す。ただお絵かきし、切 ただけのバラバラだったものを、糸で綴じるというのは、時間や体験をモノとして未来に残せ 形にする いうことなんですね。　
子どもが紙遊びできるような本も作品とし
て創作しています。例えばこの本は、三角形の紙を綴じているだけですが、手で紙をさわりながら、一から考えてつくりました。 の感触や造形を楽しんで、変形折り紙みたいに自分で新しい 生み出せま 。――本づくりにつ て、もっとやっていきたい仕事などはあ ますか。　
作品としての本も、もっと発表していきた
いですね。自分に創作の種みたいな のも常に持っていないと、さまざまなご依頼にちゃんと応えられな と思うんです。創作ももっと充実させて、本そのもの、書物とは何かを
表現するような作品を提案していきたいです。――本はたんなる情報媒体ではなく、自然や人の思考・想いを結んだモノであることが伝わってきました。本づくりをめぐるたくさんのお話を聞かせて頂き、ありがとうございました。　　　　　　　
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あり、本の形をつくるだけでも二週間ほどかかるような技法で、大変な時間と手間がかかります。愛書家が高いお金を払って製本を依頼するような高級文化がある欧州では、需要があります。ただ、そういう 本を選ぶような技法を、日本で私が仕事として続けられるのか。それ 考えたときに やはり日常的にいつでも読めるような本や、身近な人の大事な本を、手仕事で丁寧に仕立てたいと思ったんです。な で伝統的な技法だけというよりは、簡略化されつつも表現の幅がより広い色々な技法をみてみたいと考え そのスイス
の工房に行きました。――帰国後、東京で工房を開かれてから印象的だった仕事はありますか。　
たくさんありますが、以前、別々の方に偶
然同じ本を依頼され、同じ二冊の本 仕立て直すことがあったんです。この本を二回も読みこむ経験をし、私にとっても大事な本になりました。　
本の内容は同じですが、それぞれの方に本
や著者に対する想いを聞いてイメージを膨らませたので、二冊はまったく違う表情になりました。一人の方は、その著者を「明かりを灯してくれるような存在」とおっしゃり、そのイメージがオレンジ色に染めた装丁に繋がりました。もう一人の方は 「自分を異世界へ連れ出してくれる存在」と ことで、遠くの旅 飛び いくようなイメージが、空の雲や海の波をモチーフにしたデザインとなりました。土から生まれ、土へと還る本――作業工程で大変なことはなんですか。　
製本は細かい作業の積み重ねなので、一つ
の工程だけがうまくいっても、綺麗な本はで
きません。一箇所のミスが最後までひびいたりもし す。そういう意味で、建築と似ているかもしれません。家をたてるように、まず土台からしっかりつくって、柱をたてて、壁をつくって屋根をつくって、最後に装飾をする。どこかズルを てしまうと 必ず最後に皺寄せがきます。きっちり工程を積み重ね、形をつくるという作業です。　
そのなかで自然と繋がっているという感覚
を書物に込めたい 本は人の思考が入らないとできない人工物ですが、製本工芸 染色や陶芸など他の工芸のように自然 ら命 いただいて、モノをつくる。例えばこの『庭の本
　
冬』の表紙は、冬の季語である枇杷の花を使って染めています。人工物だけど、土から生まれて土に還るよう 本 りたいです。「街にひらかれた製本屋」として――昨年、現在の場所にアトリエ 移されたとのことですが、いまこの時代に 街の中で、どのようなお仕事をしたいと考えていますか。　
手製本の存在や可能性を皆さんにもう少し
知ってもらい、個人 本をつくる と 広がりを手助けした と考えています。既成 本と出会う場が書店だとしたら、この手製本の
本づくりの現場から
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